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評価方法の定義
システム全体を二値判定と捉え直すことで、Precision-
Recall(PR)曲線のAUCを評価指標とした枠組みを構築
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映像解析システムに対する評価方法の定義と実践
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枠組みの定義

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

従来の評価は機械学習技術のみで
の精度に注目していたため、その技
術を組み込んだ映像解析システム全
体としての有効性が明確でなかった。

「AIプロダクト品質保証ガイドライン」を

参考にして、機械学習システム全体に
対する評価の枠組みと指標を定義し、
特性の異なる技術を搭載したシステム
間の比較を通じて有効性を確認する。

①通知の正確さの評価

②設定の容易さの評価

対象システムを分析して2つのユースケースを選定

定義した指標
「しきい値の幅」

まとめ
システム全体に対する評価方法を定義＆実践
• 技術の特性がシステムの特性に繋がることを確認

• 「正確さ」に加えて「使いやすさ」も含めた評価に必
要な指標を定義し、指標値に影響する要因を特定
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評価の実践
照度変化に強い技術を搭載したシステムは、システム
全体としても照度変化に頑健であることを確認

評価の実践
照度変化に強い技術を搭載したシステムの安定性を確認する
と同時に、照度変化よりも影響の大きい要因があることも特定

評価方法の定義
広く使われているPR曲線では捨象されていた情報を活用す
ることにより、新しい指標「しきい値の幅」を提案
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設定の容易さへの影響要因を
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